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わが 国の 幼児の遊び に関する歴 史的変遷 （2）

　　　　　　 〜 近世 く江戸時代）〜

　　　　　○峯　克政　　　　　　柴崎正 行

　　　　 （ひ さ み 幼稚 園）　　　 （東京家政大学）

1。研究目的

　当研究で は、占代か ら現代に至る幼児の遊び の実態を

歴史的に振 り返 る こ とで、「幼児がどの ように 遊んで き

たの か」
厂現代に ある幼児の 遊び が い つ 頃か ら形成 され

たの か 」 とい うこ とを明らか に して い く。 そ して、そ れ

を手がか りとし、「現在 e未来 の 子どもたちに必 要な 遊び

環境とは何か」 とい うこ とを模索して い くこ とを目的と

す る 。 こ こ で は、前回の 発表 （1）〈一古代
・中Llt→ に

引き続き、近世 （江戸「時代）の 子どもたちの 遊び に 着目

して 、 資料に基 づ い て考察す る 。

2 。研究方法

　子どもの 遊び の 実態を知 る手がか りを、絵画史料を中

心 に追求して い く。 分析対象は、生活や文化 ・風俗 ・名

所などが描かれた図絵 （浮世絵を含む）の 中の 子どもの

遊び場面とする 。 方法は、遊びの 要素となる 厂遊び空間」

「遊び仲間」
「遊び 道具」の 3点に焦点を当て て分析する 。

　遊び場両の 抽出数は 、 476 （町人層 424 、 農漁村

民層 52 ）で ある。 尚、幼児の 遊びだけでなく、子 ども

全体の遊び を分析対象と した。なお、本研究で は便宜上、

子どもの年齢区分は、背 ・髪型
・
服装などを参考に して 、

赤子を 「乳児」、乳児期を過ぎて から6歳位まで を 「幼児」、

7歳か ら 12歳位まで を 「児童」、ユ3 歳から 15歳位まで

を 「少年 」 として 区分 して い く。

　なお今回は、特罐的な支配階級 の 武家の子 どもたちの

遊び場面の史料が得られなかっ たの で、そ の様子を抽出

できなか っ たので、割愛する 。

範囲で戸外 の遊び場を分析すると、路上、川 ・川原 と野

原、さらに寺社 の境内とい う順 にな る 。 そ こ からも、家

の 周りの 路．上や辻か ら、 川や野原 とい っ た自然の ス ペ ー

ス 、寺社 の 境内 とい う社交場的な 空 間 に まで 足を伸ば し

て お り、遊び場が広範囲に及んで い た こ とが分か る。

　幼児 だ け をみ る と、43 ％が家の 敷地内で の 遊び、5
4 ％が 戸外で あっ た。 子 ど も全 体 と比較すると、家の 敷

地内の割合が多 い。年齢と共に、遊び場が家の敷地内か

ら戸外へ と広が っ て い くこ とを示 して い る。路上 の 他 に

少数 で はあるが、川 ・川原や野原 とい っ た家から離れた

空間 も確認 で き る。幼 児 も年長者に 混 じっ て、時に は、

自然に 囲 まれた場や多少の 危険の 伴う場をも貴重 な遊び

ス ペ ー
ス と して い たと思われる 。

  農漁村民層の 子どもたち

　全部で 52 場面と描写数が少ない ながらも、路土をは

じめ野原、田畑、川、寺社 の 境内など戸外の 至る所で 遊

ぶ姿が見 られた こ とか ら、それらを主な遊び空間として

い たこ とが椎測で きる 。 町人 の 子 どもたちが 3〜4割を

家の敷地内を遊ん で い た の に対し、 家の敷地内は 】．5 ％

と低い 。 尚、家の 室内や庭で描かれて い たのは幼児が大

部分で あ るため、農漁村 の 児童 に限 っ て は、専 ら戸外が

遊び 場だ っ た と推定で き る 。

　幼児 に限定すると、家の 敷地内は 23 ％あり、子ども

全体より割合は高 くなる 。　 戸外 の 割合が 73 ％と高

く、 戸外が遊び場の 中心 だ っ たよ うである 。 路⊥ （野道）

や田畑、川辺など自然の 多い 場で、の びの びと遊ぶ様子

が絵画史料から確認で きる 。

H ．遊び紳間　く表は発表当日に資料 と して配布〉

3 。結果と考察

1 。遊び空間　　〈表 ／参照 〉

  町人層の 子どもたち

　家 の敷地内で の 遊び が、30 ％を占めてお り、室内や

庭を貴重 な 遊び ス ペ
ー

ス と して い た こ とがわかる。戸 外

で の 遊び は、66 ％もあり、家の 敷地内 に比べ て も多く、

主 要な遊び 場は 戸外だ っ た と考え られ る。見分けが つ く

  町 人 層の 子 ども たち

　子どもの 集団遊び が 60 ％を占め て お り、子 ども同上

で 遊ぷ傾向が多かっ たこ とが認められ る。特 に多かっ た

の は 、
「男子児童 2〜4 人 」の 同世代集団で 、約 30 ％を

占め る 。 同世代 ・岡性の 児童で よく徒党を組んで 遊んで

い た こ とが分 か る。女子児童 の 同世 代集団が少数な の は、

単に描写 が少なか っ たか らだと考えられる。 異世代集団

を見 る と、「幼児と児童 （男女含わせ て）」 が、全体で も
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10 ％ある 。 但 し、幼児は 「味噌 っ かす」 として児童集

団に入 っ て い る場合が大部分で 、 面倒を見て遊んで もら

っ て い た こ とが窺える。 また、中学生くらい の年齢の 「少

年」 が 、 乳幼児をおっ て い る光景が 5場面あり、 子守の

現われ ともとれる。 大人と子どもの 遊びは 31 ％であっ

た。特微として は、
「乳児と母」 が 15 場面あ り、母 （ま

たは乳母）と乳児の 身体 の 密着度が非常に高く、 母子の

愛着形成を感 じさせる。 また 「幼児と母」 は 38 場面あ

り、 全体で も 9％の割合を示す。
「幼．児・児童 ・

母」 とい

う組み合わせも24 場面あ り、母が何らかの形 で 幼児の

遊び に関係して い る描写は、79 場薗で全体の 19 ％も

あっ た。 幼児同士 や幼児と父、祖父母があま り見られな

か っ たこ とからも幼児は児童や母に 比較的守 られ な が ら

遊んで いたこ とが明らかにな っ た 。

　  農漁村民層の 子どもたち

　父母が仕事する傍らで の 「幼児の 1人遊 び 」 が 4場面

ある 。 父 母が 労働に生活の 大部分を費やさなければなら

ない ため、幼児と遊ぶ 時問は 少な く、や む を得ず傍 らで

遊ぱせ て おい た こ とと思われ る 。
「幼児と児童」が遊ぷ場

面は 27 ％もあり、親が遊べ ない 分児童に子守りを任せ

て い たと推測 で きる 。 但し、母と子の 遊び は幾っ かみ ら

れ、少なくとも母親は子 どもの 遊び相手として 役割を果

た して い たこ とが認められ る。干 ども同士の集団遊びが

50％を占め、町人層と同 じ く多い 。

III．遊び道具　　く表 2参照 〉

  町人層の 子 どもたち

　169個もの 「既製玩具」 （独楽、人形、鞠、カルタ、風

車、花火、船・馬などの玩具など）が確認で き、全体の 2
8 ％を占める 。 江戸の 町中で 、玩具が商吊化さ れ た背景

＜表 1＞　近世 の子どもの遊び 空間

が窺える 。 ま た 「放っ て お くよ りも適当な玩具を与えて

遊ばせ て おく方がよい 」 とい う親の遊び観 ・養育観が出

始めたとも考えられる 。
「生活道具」 （草履

・
扇子

・桶・小

箱 ・紙など）も20 ％と高い割合を示 し、 身近 にあ る物を

遊び道具として取 り入れてい た こ とが分かる 。
「な し」

（追 い かけっ こ・相撲 ・川遊びなど）も 14 ％と多 く、 道

貝 がなくとも、 肌を触れ紲 活発 に遊ぶ姿が見 られる。

その他、「自然物 （雪や小石など）や 「動植物」 （草花 ・

犬 ・猫など）、「予製玩具」 （竹馬 ・貝独楽など）で遊さ艨

子 もあっ た。

　幼児に限定すると、「なし」が 35 ％と高く、「這い 馬」

や 「相撲」 などをす る様子が目立っ た 。 但し、 その 「な

し」 の 中に は、旅芸人の 芸を年長者に肩車されて 見物 し

たり、 児童集団の 遊びを傍で見る などとい う受身的な姿

も含まれ て い る 。 また 、
「既製玩具」 も24 ％と高く、幼

児 にお い て も玩具の 商品化や親 の 遊 び 観 ・養育観の 変化

とい う背景を窺うこ とがで きる。そ の他、小動物 に興味

を持 ち、可愛 が っ た り一緒に遊ぶ場面が 目立 っ た。 さ ら

に は、身近 にあ る 「生活道具」 を遊び道具 に する様子 も

見られた。

  農漁村民層の 子どもた ち

　　「な し」 の 割合が 32％と高く （幼児は 36％）、「鬼 ご

っ こ 」 や 「芋虫 こ ろこ ろ」 などの玩具を用 い ない集団遊

びが多か っ た。 また、農漁村にも品質は劣 るが 「既製玩

具」 （羽子板 ・
凧

・
風車 ・で ん で ん太鼓など）も流入 して

い たようで、20％の 割合となっ た。
「手製玩具」 （釣 り竿

や貝独楽）もあ り、自分たちで も遊び道具を作 り出 して

い た。

　幼児 に限定すると、描写数は少ない が、．
子ども全体と

同様、「子をとろ子 とろ」
・「じゃんけん」 などを年長者に

混 じっ て して い る場面が見 られ た 。 また、「既製玩具」

（風車など）や 「手製 の 玩具」 （竹馬
・
貝独楽など）を用

い たり、「自然物」 （木など）や 「動植物」 （亀 ・蝶 ・犬な
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1
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＜表 2＞ 　近 II切 子 ど もの 遊び道 具
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